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　近年、公共性論、市民社会論が席巻し、学問と社会との連携を求める声の高まりを受けて、「公

共哲学」「公共社会学」「公共考古学」「公共民俗学」「公共人類学」など、ディシプリンに「公

共」の文字を冠する学問分野が数多く登場している。しかし、互いの理論・方法論についての

対話は、これまでほとんどなされてこなかった。とくに、民俗学と人類学（民族学）は、いず

れもフィールド（野）における聞き取り調査を基盤としており、かつては同じ「ミンゾクガク」

として歩みをともにしてきた隣接分野であったものの、両者の対話はまだなされていない―む

しろ遠ざかっているようにもみえる―。人類学は海外の研究を主眼とした分野であると認識さ

れがちであるが、民俗学でも海外研究は進められているし、何よりも社会との連携を求められ

る「公共人類学」では日本国内の研究が主要になっている。では、こうしたなかで「公共民俗

学」と「公共人類学」は、どのような点で異なっているのだろうか。また、互いの経験をどの

ように参考とすることができるのだろうか。本シンポジウムは、これらの問題を起点に、両者

の対話可能性（もしくは不可能性）について議論することを目的としている。なお、ここで「公

共〇〇学」ではなく、「パブリック〇〇学」という用語を使うのは、日本語の「公共」と英語

の「パブリック」とではニュアンスが異なるためであり、両分野が「パブリック」のあり方を

どのように捉えていくのかという問題も議論の焦点となる。
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